
おかげさまで、ＪＵＫＩは７０周年を 
迎えることができました 
信頼されるブランドへ――時代を作ったJUKIの名機たち 
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1938年 創業 

1947年 家庭用ミシン　HA-1の発売 

1953年 高速回転天秤のDDW-Ⅱの発売 

1959年 縫製能率研究所（現：縫製研究所）設置　　シンクロシステムの普及へ 

1960年 ジューキマガジン創刊 

1969年 本縫自動糸切ミシンDDL-555-2発売 

1971年 対米繊維輸出自主規制実施 

1974年 大田原工場に那須研修センター開設 

1975年 アタッチメント開発センター開設 

1979年 本縫ボタン付ミシンLK-981-555発売 

1981年 工業用ミシン事業部デミング賞受賞 

1984年 JIAM’84名古屋（第1回JIAM展示会）開催 

1987年 QRSシステム発表 

1996年 下糸自動供給装置 AW-1A 

 完全ドライミシン　DDL-5700N-7 

1999年 電子眠り穴かがりミシン　LBH-1700シリーズ 

 ダイレクトドライブ　DDL-9000Dシリーズ 

2003年 ドライヘッドロック　MO-6100Dシリーズ 

 JUKIマガジン　Web開始　中文マガジン発行開始 

2004年 ドライヘッド電子本縫袖付けミシン 

2005年 繊維自由化（クォータ制度の廃止） 

2007年 斜めポケット仕様本縫自動玉縁縫機　　APW-896 （省エネ型） 

2008年12月、JUKI株式会社は創業70周年を迎えました。 
1938年、JUKI株式会社は陸軍の小銃生産を行う東京重機製造工業組合として創業しました。戦後、
工業用ミシンの分野に転じ、1953年に高速回転天秤を利用した本縫ミシンDDW-Ⅱを発売して以
来、工業用ミシンの開発と製造を進めてまいりました。 
工業用ミシンメーカーとしての歴史も、55年目を迎えました。この間、皆様のご協力をいただき、お
かげさまで、JUKIブランドもお客様に信頼されるブランドとして、世界中でご利用いただけるまでに
成長することができました。 
本号では、これまでお客様に育てられ､ご支持をいただいたいくつかのミシンを取上げ、JUKIミシン
開発への取組みを振り返ってみます。 

1947年3月　家庭用ミシン第1号機HA-1型 

1959年11月 
縫製能率研究所を開設 
シンクロ教室での現状分析手法
実習 

1960年３月 
ＪＵＫＩマガジン創刊 
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1953-1969 戦後の復興を支えるアパレル業界 

エンジニアリングセールスの草分け　縫製能率研究所の誕生（1959年） 
 

　縫製能率研究所（現縫製研究所）の設立は１９５９年（昭和

34年）。輸出産業として産声を上げた縫製産業がこれから発展し

ようという時期でした。縫製能率研究所は、縫製工場に生産管理、

IE技術を普及させることで、生産性の向上を支援する専門化集団

として設立されましたが、その活動は、当時、日本能率協会、経

営選書などでも取上げられるなど大きな話題となりました。 

「ミシンメーカーがつくった縫製能率研究所 

　東京重機工業では昭和２５年秋、工業用ミシンの基礎的研究に

乗り出した。工業用ミシンというのは、いわゆる生産財の典型的な

製品である。戦前、戦後を通じて、構造、性能ともアメリカ・シン

ガー社のミシシの性能にまさる製品は、製造することがなかなかでき

なかった。いかに舶来一辺倒の状態であったか想像いただけること

と思う。東京重機工業では、新たにDDW-123型が完成、性能

もきわめて優秀なものだった。また、当時画期的なマーケティング

戦略「縫製能率研究所」を設立したのである。 

　要するにユーザーの工場の要請によって経験のあるコンサルティ

ングエンジニアを派遣し、現在手持ちの生産設備・人員での工程

の合理化のための報告書を作成してあげるというのである。全国で

約100件のコンサルティング要請があった。そのうち、リポートどお

り生産工程を変えてみると100件のうち約50パーセントは同じ設備

と同じ人員で、生産性は2倍に向上した。見事に東京重機工業は、

製品の市場を国内に作り上げたのである。バーナード・レスターの

エンジニアリングセールスをまさに日本的に行ったケースである。」（日

本能率協会「経営選書」から（要約）） 

　Ai-1/LBH-761（通称：ボタン穴かがりインデキサー）は、眠り

穴かがりミシンＬＢＨ-760の高い評価を受けて開発された自動機です。 

　作業者はワイシャツの前身頃をセットするだけで、前立て穴かがり

を自動的に行います。1人で３－４台を使うことが可能で、生産性

は３－４倍に向上。時代は米国の縫製が最も発展していた時代で、

Ai-1は、後進国の輸出攻勢から米国の縫製業界を守る有力な自

動機にもなりました。 

　過酷な使用条件に耐える優れた頭部開発に加え、IE技術を利

用した操作性と生産性追求の研究が生み出した名機でした。 

53.03 DDW-Ⅱ　高速回転天秤ミシン（工業用ミシン1号機） 
57.04 DU-500 　超高速1本針本縫ミシン（厚物用の1号） 
57.01 MS-19　高速腕型2本針伏縫ミシン（特殊ミシンの1号機） 
58.07 LK-23　1本針本縫筒型大閂止めミシン（閂止の1号機） 
59.11 縫製能率研究所　設立　シンクロシステム普及へ 
60.03 ジューキマガジン創刊 
60.04 DLM-52 　1本針本縫メス付ミシン（本縫メス付の1号機） 
61.04 DLD-43　1本針本縫差動送ミシン（本縫差動送りの1号機） 
61.04 LA-47　1本針本縫眠り穴かがりミシン（眠り穴かがりの1号機） 
62.12 MB-372 　高速単糸環縫ボタン付ミシン（ボタン付の1号機） 
64.03 MO-352　高速1本針オーバーロックミシン（ロックミシンの1号機） 
68.07 Ai-1/LBH-761　Ai-1ボタン穴かがりインデキサー（インデキサーの1号機） 
69.02 DDL-555-2　高速1本針本縫自動糸切ミシン（NHK「プロジェクトX」で紹介） 

　日本の戦後復興が本格化し、家庭用ミシンの生産は年々急増。

単軸回転天秤の技術を開発し、1953年にJUKIは高速回転

の工業用ミシン分野に進出する。以降、高品質・高生産性を

目指して専門化した製品開発が求められ、次々と新機種の開

発を進めていった。 

　縫製産業は、輸出産業の花形として米国への１ドルブラウス

の輸出で産業基盤を作る時代であった。その後、繊維輸出規

制、ミニスカートの大ブームなどを経て、日本の縫製産業は

国内市場への転換を図る。 

過酷な使用条件に耐える、高生産性の名機　Ａｉ－１、ワイシャツ前立て穴かがり自動機（1968年） 
 

1953年3月 
工 業用ミシン1 号機
DDW-Ⅱ高速回転天秤
ミシンで工業用ミシン市
場に参入 

1968年にインデキサーの1号機Ai-1/LBH-761（ボタン穴かがりイン
デキサー）を発売 

1969年2月に初
の糸切り機構を搭
載したDDL-555-
2　高速1本針本
縫自動糸切ミシン
を発売。2006年Ｎ
ＨＫ「プロジェクトＸ」
で紹介される 
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1970-1994 縫製からアパレルへ高度成長を享受 

71.01 DLU-450　高速1本針本縫上下送ミシン（本縫上下送りの1号機） 
73.02 AS-1/MO-803-0D0（自動サージングマシン） 
75 MB-373　高速単糸環縫ボタン付ミシン　（自動糸切付） 
75.02 MF-800シリーズ　2本針片面飾縫ミシン 
76.03 ECS-150　エッジコントロールシーマー 
78.01 MB-373/BR-1　単糸環縫自動糸切ボタン付ミシン/ボタンフィーダー 

　1973年のオイルショックを機に高品質化・高生産性への

要望が一層強まり、工業用ミシンは次第に自動機へと開発の

中心が移っていく。JUKIもまた自動機開発に独自の技術を積

み重ねていった。 

　「アパレル」の用語が一般的になり、ファッションの個性化

も進む。国内市場の活性化で、縫製業界は本物志向・高付加

価値の衣料品の生産へと向かい、他産業が低迷する中、DC

ブランドの出現などで、アパレルの驚異の成長ぶりが新聞紙上

で報じられた時代でもある。しかし、バブル経済の崩壊ととも

に、流れは急転回し、価格破壊、中国への生産委託・工場進

出ラッシュが続く。縫製業は海外進出と国内生産体制の縮小

の時代に突入した。中国を筆頭に東南アジア諸国の成長はめ

ざましいものとなった。 

　工業用ミシンは、コンピュータ･電子技術を取り込んだ多機

能なミシンが開発され市場への導入が進む。国内では採用が

難しくなり、技能を機械で代替する時代へと変わってきた。 

お客様の熱意が育てた　エッジコントロールシーマー（1976年） 

　通称エジコンで親しまれる「エッジコントロールシーマー（ＥＣＳ）」
は、上布、下布の布端をセンサーで感知し、上下のマミュピュレー
ターが縫い代を正確に制御して縫い上げる自動機です。 
　洋服で2枚合わせをする地縫いは、脇合わせ、肩入れ、パネル
接ぎ、袖山の地縫い等、いたるところにあります。縫製品の素材
(布 )は千差万別で、開発に当たっては、試作機を使い、どんな
工程で使えるのか？　素材を替え、縫製工程を替えてのテストを行い、
使用可能な工程や調整法などをマニュアルにして1976年に発売
されました。 
　発表当時、東独ライプチヒ見本市でゴールドメダルを受賞。ボ
ビン誌には「電子の目と頭脳による布端検知機能システムと指先
にあたるローラーによって人間の作業を代替する機能を備えた価値
ある未来の自動機」と絶賛されました。 
　しかし、縫い代は正確だが上下の布に縫いずれが出る、調整が

難しいなどの声が次 と々上がってきました。営業マンと技術担当は
そうしたお客様のさまざまな声を聞きながら、お客様とともに対応策
を検討し、しだいに改良が加えられていきました。 
　そんな中、今度は逆に、脇合わせが7秒で縫えた、生産性が
格段にあがった、裏地の地縫いにも使える……など、次々にＥＣＳ
を使いこなす事例が報告されてきました。そうなると今度は ｢別の
工程でも使えるのでは？｣ とお客様の中でも研究が始まり、多くの
お客様とJUKIの営業担当者、技術担当者の試行錯誤を重ねた
取り組みが始められ、みるみる利用範囲が広がっていきました。こ
うして、ＥＣＳは、高機能な自動機へと変貌し、国内で5000台以
上も導入される名機へと成長していきました。 
　このエジコン、生みの親はＪＵＫＩでしたが、育ての親はお客様。
多くのお客様の熱意によって名機に育てられたものです。JUKIと
お客様の間に信頼関係を残してくれた名機でありました。 

1976年3月　ECS-152エッジコントロールシーマー 
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1981年 10月　デミング賞受賞 

差動上下送りで新素材に対応。高付加価値製品作りに力を発揮　DLU-４９０シリーズ（1979年） 

難しい、高い技能を求める工程作業を機械が代替した　AZS-270（1988年） 

　1984年の第１回 JIAM展示会にプロトタイプを出品したところ、
お客様の反響は大きく、開発に取り組んだものです。生産性もさる
ことながら、ベテラン作業者の技術に頼る工程だけに、安定した品
質のニーズが強く、柔らかな布との苦闘するテストの中から製品化
にこぎつけた商品でした。お客様の要求は高く、開発をあきらめよ
うかと考える時が何度もありましたが、そのたびに「JUKIさん待っ
てるよ」の声に背中を押された自動機でした。 
　販売展開後は多くのスカート工場で採用されお客様から満足いた
だいた機種のひとつです。母体となった技術は電子サイクルマシン
のAMS-210。この電子化、XY駆動のサイクルマシンはデザイン
変化や小ロットのオーダーでも生産性を上げられる設備としてお客さ
まに受け入れられ、幅広用途でのお客様の満足を獲得しています。 

 

　エジコンの搭載頭部を汎用機として展開したのがDLU-490シリ
ーズです。 
　世はまさに日本品質・高付加価値化などが叫ばれた時代です。
同時に素材開発の競争も進み、新素材をいかに高品質で縫製で
きるかが、求められました。 
　そんな中で、発売されたのが差動上下送りのDLU-490シリーズ
で、素材の対応力で大いに力を発揮しました。 
　さらに、異素材を組み合わせる際には送り込み、先引きのゲージ
が必要……などの要望があがってきて、工程にあわせたゲージセッ
トが次 と々開発されていきました。 
　縫製工場では作業者の高齢化が進行し、縫製技能の低下が問
題視された時代です。ベテランの技能をサポートし、日本製衣料
品の品質レベルを支援したミシンとして、活躍しました。 
　1980年代後半の新合繊素材のブームでは、素材の風合いはよ

いが、柔らかく縫いにくいなど縫製上の課題も山積の状況。DLU-
490の機能、対応力が大いに発揮された時代、予想以上のヒット
になりました。 

1988年12月　AZS-270 
スカートファスナー付機 

1979年9月　DLU-490-4 高速1本針
本縫差動上下送自動糸切ミシン 

1985 年 7月　「電子」をつ
けた初のミシン、電子サイク
ルマシン / 簡易入力装置付
AMS-210/PGM-1

1987年 5月 
QRSシステム 

79.07 LK-981-555　高速本縫ボタン付ミシン（世界初「本縫のボタン付」） 
79.09 APW-116　本縫自動玉縁縫機（玉縁縫機の1号機） 
79.09 DLU-490-4　高速1本針本縫差動上下送自動糸切ミシン 
81.10 工業用ミシン事業部デミング賞受賞 
83.12 ＪＨＳ ジューキハンガーシステム  
85.07 AMS-210/PGM-1　電子サイクルマシン/簡易入力装置付（「電子」をつけた初のミシン） 
85.11 FBS-340　電子根巻きボタン付自動機（根巻きボタン付の1号機） 
87.05 QRSシステム発表（クイックレスポンスソーイングシステム） 
88.01 DDL-560-6-2B　1本針本縫二倍釜ミシン（サーボモータータイプ） 
88.03 FLS-350　電子ハンドステッチマシン（ハンドステッチマシンの1号機） 
88.12 AZS-270　スカートファスナー付機（JUKIオンリーミシン） 
89.06 MEB-1890　鳩目穴かがりミシン 
90.01 LH-2000シリーズ　上糸供給装置付二本針本縫ミシン（JUKIのみの機構） 
90.02 APW-190シリーズ　本縫自動玉縁縫機（エコノミータイプ） 
90.06 DDL-5600NL-6　1本針本縫倍釜自動糸切ミシン 
91.12 AVP-870　ポケットセッター（ポケットセッター1号機） 
92.12 DDL-5556N-6 1本針本縫自動糸切ミシン（鳥の巣防止仕様） 



6 2008 Vol.236

1995-2008 電子技術の応用で、高品質・高生産性を実現 

縫製工場の福音、「油汚れなし」ミシンの展開　DDL-5700完全ドライ本縫ミシン（1996年） 

　縫製作業の中で油汚れ不良対策は長年の課題であった。高速
回転を求められる工業用ミシンに潤滑油は無くてはならない存在だが、
同時に、製品の油汚れ不良を生み出す原因でもある。工業用ミシ
ンが求める耐久性を満たし、縫製する製品には油を付着させない。
それを達成するための技術。潤滑油を含浸した材料の利用は可能
か、コストはどうか？　表面加工、潤滑剤の密封、微量の油をコン
トロールする技術などの研究、それらの技術を高速回転のミシンに
組み込むための製造技術・管理技術などなど、クリアすべき課題
は山積していた。 
　この二律背反の解消にJUKIは長い間取り組み、基礎研究の
末に実用に耐えるミシンとして完成したのがDDL-5700完全ドライ
の本縫いミシンである。その後、ロックミシン、二本針ミシン、千
鳥ミシン、閂止めミシン、穴かがりミシンと現在のドライシリーズに
つながった。 
「油汚れは解決することは出来ないもの」と考えていた常識を打ち
破った1台であった。 
　ミシン管理は徹底しているが、素材によってはどうしても油汚れの
トラブルをつぶせない。そんなお客様にとっては福音となる工業ミシ
ンのデビューであった。 
 

　日本経済はバブル崩壊後、長い不況に突入した。低価格競

争が進むなかで国内の縫製工場は冬の時代に。中国の縫製業

界が急成長し、世界の縫製の産地図を一変させる。2005年

には長年のクォータ規制が排除され自由競争の時代に突入した。 

　ミシンは電子技術の進歩を機能に取り込み、糸張力の制御、

ワンタッチで各種の縫形状を切替えられるなどの操作性向上の

技術が開発され、縫製業界には ｢油汚れなし｣ の福音となっ

たドライ技術などが導入された。近年は、「高技能の代替と高

生産性を実現する自動機」の流れが世界の縫製企業に広がり

つつある。新たなグローバルな競争の時代に入ってきた。 

 

1999年4月　LBH-1700シリーズ電子眠り穴かがりミシン（世
界初「電子化」眠り穴かがり） 

1996年 11月　世界初の完全ドライヘッドミシンDDL-5700N-7（ドライヘッド高速1
本針本縫自動糸切ミシン） 

95.02 APW-296　本縫自動玉縁縫機（世界初「本割玉仕様」） 
96.03 DDL-5571N/AW-1A　本縫下糸自動供給ミシン（世界初「下糸自動供給」、機械振興協会賞を受賞） 
96.03 MB-377　ほつれ防止機能付単糸環縫ボタン付けミシン（世界初「ほつれ防止」） 
96.07 AMS-Dシリーズ　入力機能付電子サイクルマシン 
96.11 DDL-5700N-7　ドライヘッド高速1本針本縫自動糸切ミシン（世界初の完全ドライヘッドミシン） 
98.10 LZ-2284N　高速1本針本縫千鳥縫ミシン（2点、4点パターン切換機能付）  
99.03 DDL-9000Ｄ　ダイレクトドライブ高速本縫自動糸切ミシン（ドライヘッド）（ダイレクトドライブとドライを実現した初のミシン） 
99.04 LBH-1700シリーズ　電子眠り穴かがりミシン（世界初「電子化」眠り穴かがり） 
00.04 MB-1800S　ドライヘッド高速電子単糸環縫ボタン付ミシン（世界初「ドライタイプのボタン付」） 

2004年2月　DP-2100 　 
マルチプログラム装置付ドライ
ヘッド電子本縫袖付けミシン  
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人間工学の視点を追求したダイレクトドライブの先進省エネミシン　DDL-9000Ｄ (1999年) 
 

　縫製作業の動作分析から生れたスイッチ調整つまみ、糸が絡ま
ない工夫を凝らしたプーリー、縫製作業者の動作を改善した大きな
フトコロの設計……など、DDL-9000は人間工学の視点から機能
を見直した結果誕生した新しいフォルムのミシンです。 
　ミシンのベットサイズを変更するとこれまでの生産設備が使えない。
しかし縫製作業者はポケット付けなどの縫製工程では、やりにくそう
に身頃を回し作業をしている。 
　一方モーターなどの電子部品の小型化高機能化は前進している。
今できる最も使いやすい、作業者に喜ばれるミシンはどんな形だ？
　どんなことに作業者は困っているのか？・・このような議論と調査
を重ね、少しずつミシンの形ができ上がってきた。 
　1969年、故障が少なく安定した糸切り性能を誇った、初の糸き
りミシンDDL-555-2の開発から30年、技術の蓄積は使いやすさと
省エネルギーを両立させる新しい糸切りミシンに進化しました。必
要なときにしかモーターは回転しない、ベルトのエネルギーロスが無
いなど、頭部に使われたダイレクトモーター技術は、環境に優しい
技術でもあった。 
　2008年 10月、DDL-9000Aシリーズではグッドデザイン賞を受
賞しました。 
 

1999年 3月　DDL-9000Ｄ　ダイレクトド
ライブ高速本縫自動糸切ミシン（ドライヘ
ッド） 

2004年 9月　AMB-289　高速電子単環
根巻きボタン付けミシン 

　東京重機製造工業組合として誕生して７０年、工業用ミシンを

生み出して５５年、半世紀をこえました。 

　弊社の歴史は、お客様にご満足をお届けする奮闘の歴史でも

あります。その一端を、特集のなかで開発秘話としてご紹介させて

いただきました。どの製品も、お使いいただくお客様の声に後押し

されて生み出されたものです。ＪＵＫＩのこのお客さまとともに歩む

姿勢は、これからも変わりません。 

　アパレルのよりよい未来に向けて、ＪＵＫＩはさらに精進を続けて

いく所存です。 

　今後とも、一層のご愛顧、ご鞭撻をお願い申しあげます。 

 

アパレルの未来に向けて 
 

2007年 12月　APW-896　斜めポケ
ット仕様本縫自動玉縁縫機 

2005年6月　MO-6700Dシリーズ　 
高速セミドライヘッドオーバーロック/イン
ターロックミシン  

00.07 APW-297　玉布自動供給装置付本縫自動玉縁縫機(平行フラップ仕様)  
00.07 APW-298　玉布自動供給装置付本縫自動玉縁縫機(斜めフラップ仕様)  
00.07 MEB-3200シリーズ　電子鳩目穴かがりミシン(総合糸切付)  
01.04 LZ-2290Dシリーズ　ドライヘッド・ダイレクトドライブ高速電子本縫千鳥縫ミシン（千鳥縫のドライタイプ） 
01.04 MH-1410　高速針送り二重環縫シリンダーベッドミシ（ウエストバンド付け専用機） 
03.02 MO-6100Dシリーズ　高速ドライヘッドオーバーロック/インターロックミシン(世界初の「ドライヘッド」ロック） 
03.06 LK-1900Aシリーズ　高速電子閂止ミシン（閂止の世界最高速） 
03.12 LZ-2290A-SR-7 ダイレクトドライブ高速電子本縫千鳥縫自動糸切ミシン（クイックリバース仕様） 
04.02 MF-7700シリーズ　高速フラットベッド飾り縫ミシン 
04.02 MF-7800シリーズ　高速シリンダーベッド飾り縫ミシン 
04.02 DP-2100 　マルチプログラム装置付ドライヘッド電子本縫袖付けミシン  
04.09 AMB-289　高速電子単環根巻きボタン付けミシン  
05.06 MO-6700Dシリーズ　高速セミドライヘッドオーバーロック/インターロックミシン  
05.08 AMS-Eシリーズ　入力機能付電子サイクルマシン 
06.11 APW-895　本縫自動玉縁縫機  
07.05 DDL-9000Aシリーズ　ダイレクトドライブ高速本縫自動糸切ミシン（2008年度グッドデザイン賞受賞）  
07.12 APW-896　斜めポケット仕様　本縫自動玉縁縫機（世界初「コーナーメス横方向切り込み位置電子制御」） 
07.12 LU-2220N-7　高速1本針本縫総合送り水平大釜自動糸切ミシン（2ピッチダイアル/残短糸切仕様） 




